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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 2,534 467.4 △93 ― △135 ― △169 ―

2022年３月期第３四半期 446 △16.4 △227 ― △250 ― △268 ―
(注) 包括利益 2023年３月期第３四半期 △153百万円( ―％) 2022年３月期第３四半期 △269百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 △19.97 ―

2022年３月期第３四半期 △46.97 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 4,107 748 15.8

2022年３月期 921 596 64.6
(参考) 自己資本 2023年３月期第３四半期 647百万円 2022年３月期 595百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2023年３月期 ― 0.00 ―

2023年３月期(予想) 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,700 257.5 14 ― 5 ― △56 ― △6.95
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 1社（社名） 株式会社イエローキャピタルオーケストラ 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期３Ｑ 8,732,773株 2022年３月期 8,052,773株

② 期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 62株 2022年３月期 62株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 8,510,166株 2022年３月期３Ｑ 5,714,780株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料３頁「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ウィズコロナの下で、景気は緩やかに持ち直しの動きが見ら

れたものの物価上昇、供給面での制約、金融資本市場の変動等の影響等に十分注意する必要があり、先行きは不透

明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループは、「エネルギー・ソリューションを通じて地球環境と社会に貢献する。」

という理念の下、引き続き、省エネルギー設備の導入に関連する企画・設計・販売・施工並びにコンサルティング

をコアな業務として事業展開しており、さらに当連結会計年度より株式会社イエローキャピタルオーケストラの株

式を取得し連結子会社としてリノベーション事業に進出しております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は当期より連結子会社とした株式会社イエローキャピタ

ルオーケストラのリノベーション事業が堅調に推移し2,534百万円(前年同期比2,087百万円増)となりました。

損益に関しましては、販売費及び一般管理費が586百万円(前年同期比285百万円増)となり、営業損失93百万円(前

年同期 営業損失227百万円)、経常損失135百万円(前年同期 経常損失250百万円)となりました。純損益に関しまし

ては、親会社株主に帰属する四半期純損失169百万円(前年同期 親会社株主に帰属する四半期純損失268百万円)とな

りました。

当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの変更等を行っております。

セグメントの業績については、次のとおりであります。

（省エネルギー関連事業）

省エネルギー関連事業におきましては、省エネルギー事業の推進により、顧客企業にエネルギー・ソリューショ

ン・サービスの提供を行っております。また省エネルギー関連における設備導入、企画、設計、販売、施工及びコ

ンサルティング業務を行っております。

当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高424百万円（前年同期比22百万円減）、セグメント損失（営

業損失）は199百万円（前年同期 セグメント損失 227百万円）となりました。

（リノベーション事業）

リノベーション事業におきましては、リノベーション及びリノベーション後の物件販売、資産運用に関するコン

サルティング、宅地建物取引業、不動産の分譲、売買、賃貸及び管理並びにそれらの仲介及びコンサルティングを

行っております。当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高2,110百万円、セグメント利益は108百万円と

なりました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末より3,186百万円増加し、4,107百万円となりました。

これは主に、新規連結子会社とした株式会社イエローキャピタルオーケストラを受け入れたことによる販売用不動

産1,670百万円、建物574百万円、土地822百万円が各々増加したこと等によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の負債は前連結会計年度末より3,034百万円増加し、3,359百万円となりました。こ

れは主に、新規連結子会社とした株式会社イエローキャピタルオーケストラを受け入れたことによる短期借入金

1,649百万円、長期借入金(１年内返済予定の長期借入金を含む。）1,388百万円等が増加したことによるものであり

ます。

当第３四半期連結会計期間末の純資産は前連結会計年度末より151百万円増加し、748百万円となりました。これ

は、親会社株主に帰属する四半期純損失169百万円を計上したことと2022年６月30日に、新株予約権の行使により、

資本金及び資本準備金がそれぞれ111百万円の増加、非支配株主持分の増加101百万円によるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2022年５月12日の「2022年３月期決算短信」で公表いたしました通期の連結業績

予想から変更はありません。

なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 469,076 608,011

売掛金 312,100 30,057

原材料 1,041 1,588

販売用不動産 ― 1,670,243

前払金 55,000 55,000

前渡金 20,033 30,524

その他 41,865 158,115

貸倒引当金 ― △1,484

流動資産合計 899,117 2,552,057

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ― 574,517

車両運搬具（純額） ― 4,056

土地 ― 822,645

有形固定資産合計 ― 1,401,220

無形固定資産

のれん ― 109,592

無形固定資産合計 ― 109,592

投資その他の資産

投資有価証券 1,776 11,345

敷金 20,319 22,324

長期貸付金 ― 15,500

破産更生債権等 10,308 10,308

その他 448 7,787

貸倒引当金 △10,308 △22,231

投資その他の資産合計 22,544 45,034

固定資産合計 22,544 1,555,847

資産合計 921,661 4,107,904

　



株式会社ＳＤＳホールディングス(1711) 2023年３月期 第３四半期決算短信

5

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 11,224 34,383

短期借入金 ― 1,649,260

１年内返済予定の長期借入金 ― 163,201

未払金 234,090 47,496

前受金 6,964 69,152

未払法人税等 13,619 14,373

その他 5,927 105,840

流動負債合計 271,826 2,083,707

固定負債

長期未払金 47,000 38,000

長期借入金 ― 1,225,382

社債 ― 6,000

資産除去債務 5,757 5,955

繰延税金負債 467 375

固定負債合計 53,225 1,275,713

負債合計 325,051 3,359,420

純資産の部

株主資本

資本金 1,882,369 1,993,430

資本剰余金 1,980,348 2,091,409

利益剰余金 △3,268,237 △3,438,180

自己株式 △52 △52

株主資本合計 594,428 646,608

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,058 759

その他の包括利益累計額合計 1,058 759

新株予約権 1,122 ―

非支配株主持分 ― 101,115

純資産合計 596,609 748,483

負債純資産合計 921,661 4,107,904
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 446,661 2,534,219

売上原価 373,042 2,041,671

売上総利益 73,618 492,548

販売費及び一般管理費 301,372 586,540

営業損失（△） △227,753 △93,991

営業外収益

受取利息 0 68

受取配当金 24 73

助成金収入 ― 4,158

還付消費税等 32 ―

受取保険金 15 ―

貸倒引当金戻入額 ― 1,575

その他 21 2,879

営業外収益合計 93 8,754

営業外費用

支払利息 ― 42,306

株式交付費 22,196 7,072

その他 334 605

営業外費用合計 22,531 49,983

経常損失（△） △250,190 △135,220

特別利益

固定資産売却益 22 1,913

訴訟損失引当金戻入額 ― 3,577

特別利益合計 22 5,490

特別損失

減損損失 17,336 ―

特別損失合計 17,336 ―

税金等調整前四半期純損失（△） △267,504 △129,730

法人税、住民税及び事業税 930 23,320

法人税等合計 930 23,320

四半期純損失（△） △268,434 △153,050

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― 16,892

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △268,434 △169,942
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純損失（△） △268,434 △153,050

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,005 △298

その他の包括利益合計 △1,005 △298

四半期包括利益 △269,440 △153,349

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △269,440 △170,241

非支配株主に係る四半期包括利益 ― 16,892
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当社グループは、前連結会計年度以前から継続して営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を

計上しており、損失が継続することで資金繰りに懸念が生じる可能性があります。

当第３四半期連結累計期間の業績においても、営業損失93,991千円、経常損失135,220千円及び親会社株主に帰属

する四半期純損失169,942千円を計上し、当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような

状況が存在しております。

当社グループは、上記の継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況を解消するために、以下の対応策

を講じ、当該状況の解消又は改善に努めてまいります。

　

①営業利益及びキャッシュ・フローの確保

前連結会計年度に引き続き、各案件の精査を行い、継続的に原価の低減を図り、利益率の向上を進めてまいりま

す。また、商業施設、食品関連設備などへの省エネルギー提案によるクライアント開発を積極的に進め、安定的な

売上・利益を確保する体制の構築を進めてまいります。また、新たに進出したリノベーション事業において確実に

利益の出せる体制への加速を進めてまいります。

②案件精査、利益率確保のための体制

当社グループでは、営業管理・予実管理の実効性を上げるため、営業会議を毎週行い、予算の実行とコンプライ

アンスの向上に努めております。営業会議での課題・成果などは経営会議で報告され、タイムリーな対応策の検討、

情報の共有化を行うことにより、案件の精査や解決策を着実に決定・実行してまいります。

　

③諸経費の削減

随時、販売費及び一般管理費の見直しを実施し、販売費及び一般管理費の削減を推進し、利益確保に努めてまい

ります。

　

④資金調達

2021年12月20日に発行した第８回新株予約権の行使が2022年６月30日に行われ221,000千円を調達いたしまし

た。今後も、財務体質改善のために、将来的な増資の可能性も考慮しつつ、借入金を含めた資金調達の協議を

進めております。

しかしながら、これらの対応策を講じても、業績及び資金面での改善を図る上で重要な要素となる売上高及び

営業利益の確保は外部要因に大きく依存することになるため、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められます。

なお、当社グループの四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重

要な不確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

2022年６月30日付けの新株予約権の行使による新株式発行680,000株により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ

111,061千円増加しております。

この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が1,993,430千円、資本剰余金が2,091,409千円となって

おります。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適

用することとしております。これにより、時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券として取得原

価をもって連結貸借対照表価額としていた一部の投資信託について、時価をもって四半期連結貸借対照表価額と

することに変更しております。なお、四半期連結財務諸表に与える重要な影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（修正再表示）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

当社グループは「省エネルギー関連事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損

益計算書計上額

（注）２

省エネルギー

関連事業

リノベーション

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 424,116 2,110,103 2,534,219 ― 2,534,219

セグメント間の内部売上

高又は振替高
― ― ― ― ―

計 424,116 2,110,103 2,534,219 ― 2,534,219

セグメント利益又はセグ

メント損失（△）
△199,090 108,302 △90,787 △3,204 △93,991

(注)１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△3,204千円には、セグメント間取引消去5,681千円及びのれ

ん償却額△8,885千円が含まれております。

２．セグメント利益又はセグメント損失は四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　第１四半期連結会計期間において、株式会社イエローキャピタルオーケストラの株式を取得し、新たに連結の範

囲に含めております。これにより、前連結会計年度の末日に比べ、第３四半期連結会計期間の報告セグメントの資

産の金額は、「リノベーション事業」において3,686,711千円増加しております。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　当社グループの報告セグメント区分は、前連結会計年度においては、「省エネルギー関連事業」の単一セグメン

トとしておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、「省エネルギー関連事業」、「リノベーション事業」の

２セグメントに変更することといたしました。この変更は、第１四半期連結会計期間において不動産業務等を行っ

ている株式会社イエローキャピタルオーケストラを連結子会社化し、従来から同様の業務を行っている連結子会社

である株式会社省電舎が属する報告セグメントの「省エネルギー関連事業」に加えて新たに「リノベーション事

業」として別途管理していくことを目的として変更することといたしました。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（のれんの金額の重要な変動）

　「リノベーション事業」セグメントにおいて、株式会社イエローキャピタルオーケストラの株式を取得し、連結

の範囲に含めております。当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては109,592千円で

あります。
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（収益認識関係）

収益の分解情報

収益認識の時期別及び契約形態別に分解した金額は、以下のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

　 (単位：千円)

工事契約・保
守等

物販 役務の提供 合計

一定期間にわ
たって認識す
る収益

― ― ― ―

一時点で認識
する収益

441,379 4,552 730 446,661

合計 441,379 4,552 730 446,661

当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

　 (単位：千円)

工事契約・保
守等

物販 不動産販売等 合計

一定期間にわ
たって認識す
る収益

― ― ― ―

一時点で認識
する収益

412,124 11,992 2,110,103 2,534,219

合計 412,124 11,992 2,110,103 2,534,219
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、前連結会計年度以前から継続して営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を

計上しており、損失が継続することで資金繰りに懸念が生じる可能性があります。当第３四半期連結累計期間の業

績においても、営業損失93,991千円、経常損失135,220千円及び親会社株主に帰属する四半期純損失169,942千円を

計上し、当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

当社グループでは、当該状況を改善すべく、経営戦略の見直しと継続的な黒字計上及び財務状況の改善のための

経営改善施策を進めております。当該状況を解消、改善するための対応策については、継続企業の前提に関する注

記に記載のとおりです。これらの対策が計画どおり進捗しなかった場合、当社グループの事業に支障を来す可能性

があります。

なお、文中の将来に関する事項は当第３四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　


